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˙定格電流は消防ிにਃした最大電流値です。電線の貫通可൱は事前にご֬ೝください。

漏電火災警報器用変流器�Ձ格ද
変流器型式

ご注จ品൪

標準Ձ格（ԁ）

B-30
���"
CTB30EF

9,700

B-40
���"
CTB40EF

13,300

S-20
��"

CTS2050EF

5,500

S-30
���"

CTS30100EF

9,700

S-55
���"
CTS55EF

17,400

S-68
���"
CTS68EF

31,500

N-30A
���"

CTN30AEF

21,000

N-45A
���"

CTN45AEF

47,300

N-65A
���"

CTN65AEF

53,600

M-36
���"
CTM36EF

47,600

ೲ期۠分： （品ݿࡏ̞） このՁ格には消අ੫はؚまれておりません

ೲ期۠分

屋外݉用貫通ܗ 屋内専用貫通ܗ 屋内専用分割ܗ 屋外݉用分割ܗ

˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕

�� ��� ��� ��� ���

漏電火災警報器用ྵ૬変流器（ఆ格電圧600V）
一ཡදੑޓ˙

変流器؏௨可能電線一ཡද 	NN�


˙仕様ɾ外形ੇ๏（変流器）
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&F��ɾ�8に対応 &F��/ɾ�8/に対応 &F��.ɾ�8.に対応
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図8 N-65A※分割ܗの変流器は必ͣབྷバーを接続して使用してください。

図6 N-30A 図7 N-45A
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図9 M-36

図3 S-20

図5 S-55、S-68

図2 B-40図1 B-30

図4 S-30
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受信機と変流器の組み合わせには互換性があります
が、組み合わせは、ࢦ定された型式ঝೝ൪号または
ಧ出൪号どうしにかぎられます。変流器は下表の
ൣғの旧型の受信機に接続して使用可能です。

˙変流器の定格電流は消防ிにਃした最大
電流値です。これをえて使用することは
できません。電線の種類によっては、対応
した電線が貫通݀に収まらないことがあり
ますので、事前にご֬ೝください。
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変流器 ఆ֨
ి流

؏௨ిઢͷ
ܗ֎େ࠷

ੇ๏ʢNNʣ
ਤܗ֎ 届出番号

A B C % E F ( ) *

ܗ
௨
؏

֎
ܗ༺݉

B-30 100A П12NNʷ3ຊ 80 72 25 70 4�2 42 30 60 ిઢͷ͞500 ਤ1 Z040201A
B-40 200A П18NNʷ3ຊ 108 123 40 92 6�5 73 40 97 ిઢͷ͞750 ਤ2 Z040207A

ܗ

S-20 50A П10NNʷ3ຊ 88 67 22 64 4�5 28 20 46 M3�5 ਤ3 Z040203A
S-30 100A П12NNʷ3ຊ 108 103 40 92 6�5 63 30 80 M5 ਤ4 Z040204A
S-55 400A П25NNʷ3ຊ 152 144 50 137 8 86 55 115 M5 ਤ5 Z040205A
S-68 600A П31NNʷ3ຊ 152 164 50 137 8 96 68 136 M5 ਤ5 Z040206A

ܗ
ׂ


N-30A 100A П12NNʷ3ຊ 200 104 34�7 185 33 52�1 30 130 M4 ਤ6 Z040901A
N-45A 200A П18NNʷ3ຊ 200 132 34�7 185 33 64�5 45 167�6 M4 ਤ7 Z040902A
N-65A 400A П25NNʷ3ຊ 220 155 34�7 202 33 79�6 65 182 M4 ਤ8 Z040903A

֎
ܗ༺݉ M-36 150A П15NNʷ3ຊ 150 91 35 135 5�5 46 36 ʕ ిઢͷ͞470 ਤ9 Z041001A

定格電流

˙電源ώϡーズ：ΨϥスώϡーズMF-51（П�・さ��NN）���"����7

漏電火災警報器�仕様ɾՁ格ද�（受信機ຊମのみのՁ格です。下記変流器と組み合わせてご使用くださいŇ）

受信機
能
可
せ
合
組 変流器

能
可
せ
合
組 型受信機چ

型式 届出番号 型式 型式ঝೝ番号·ͨ届出番号 型式 型式ঝೝ番号·ͨ届出番号
EF‐5
EF‐5W

E040805A
E040806A



B-30
B-40
S-20
S-30
S-55
S-68
B-30
B-30
B-30
B-40
S-20
S-30
S-55
S-68

Z040201A
Z040207A
Z040203A
Z040204A
Z040205A
Z040206A
࿙変 ୈ58ʙ1号
࿙変 ୈ56ʙ4号
࿙変 ୈ53ʙ5号
࿙変 ୈ53ʙ4号
࿙変 ୈ12ʙ1号
࿙変 ୈ54ʙ6号
࿙変 ୈ53ʙ7号
࿙変 ୈ53ʙ8号



EF-2
EF-4
EF-4A
EF-4A
EF‐4A
EF-K
EF-KA
EF-KA
EF‐4WA
EF-KWA
EF-KWA
EF‐KA
EF-B
EF-4W
EF-4WA
EF-4WA
EF-KWA
EF-MD
EF-MDA

࿙受 ୈ53ʙ4ʙ1号
࿙受 ୈ53ʙ3ʙ2号
࿙受 ୈ7ʙ1号
࿙受 ୈ17ʙ2号
E040801A
࿙受 ୈ53ʙ3ʙ4号
࿙受 ୈ7ʙ3ʙ1号
࿙受 ୈ17ʙ2ʙ1号
E040802A
࿙受 ୈ7ʙ4ʙ1号
࿙受 ୈ17ʙ1ʙ1号
E040803A
࿙受 ୈ60ʙ6号
࿙受 ୈ60ʙ3号
࿙受 ୈ17ʙ1号
࿙受 ୈ7ʙ2号
E040804A
࿙受 ୈ56ʙ4号
࿙受 ୈ56ʙ4ʙ1号

EF‐5N
EF‐5WN

E040703A
E040704A



N-30A
N-45A
N-65A
N-30
N-45
N-65
N-30A
N-45A
N-65A

Z040901A
Z040902A
Z040903A
࿙変 ୈ54ʙ4号
࿙変 ୈ54ʙ4ʙ2号
࿙変 ୈ54ʙ4ʙ1号
࿙変 ୈ22ʙ1号
࿙変 ୈ22ʙ2号
࿙変 ୈ22ʙ3号



EF‐4N
EF‐4NA
EF‐4NA
EF‐4NA
EF‐4WNA
EF‐4WNA
EF‐4WNA

࿙受 ୈ53ʙ3ʙ3号
࿙受 ୈ7ʙ1ʙ1号
࿙受 ୈ17ʙ2ʙ2号
E040701A
࿙受 ୈ7ʙ2ʙ1号
࿙受 ୈ17ʙ1ʙ2号
E040702A

EF‐5M
EF‐5WM

E040903A
E040904A


M-36
M-36

Z041001A
࿙変 ୈ61ʙ1号


EF‐2M
EF‐4MA
EF‐4MA
EF‐4MA
EF‐4WMA
EF‐4WMA
EF‐4WMA

࿙受 ୈ53ʙ2ʙ5号
࿙受 ୈ7ʙ1ʙ2号
࿙受 ୈ17ʙ2ʙ3号
E040901A
࿙受 ୈ7ʙ2ʙ2号
࿙受 ୈ17ʙ1ʙ3号
E040902A

छผ ࿙ిՐܯࡂใ器 受信機 ࿙ిՐܯࡂใ器 受信機 ू合型

型式
؏௨ܗ変流器ରԠ

EF-5
ׂܗ変流器ରԠ

EF-5N
ਫׂܗ変流器ରԠ

EF-5M
؏௨ܗ変流器ରԠ

EF-5W
ׂܗ変流器ରԠ

EF-5WN
ਫׂܗ変流器ରԠ

EF-5WM
छྨ ࿐出ܗ

ռి࿏ܯ 1ճ࿏ 2ճ࿏

ѹిݯి AC1007·ͨAC2007 50�60)[

ެশ࡞ಈి流 100�200�400�800�1000NA�ʢεΠονʹΑΔସʣ

ԻڹஔͱԻѹ ଂిࢠϒβー 70EBҎ্

ϒβーఀࢭ機能 ͋Γ

෮ํؼ式 खಈ෮ࣗ���ؼಈ෮ؼʢସʣ ࣗಈ෮ؼʢ࿙ిදࣔ౮ͷ෮ؼखಈʣ

ಈೖྗిѹ࡞ 52N7 50N7 74N7 52N7 50N7 74N7

組Έ合ΘせΔ変流器 ؏௨ܗ ༻ׂܗ ֎݉༻ׂܗ ؏௨ܗ ༻ׂܗ ֎݉༻ׂܗ

ফඅిྗ ৗ࣌ 1�07Aɹಈ࣌࡞ 2�57A

֎෦ ແిѹɹ1B AC2507 1�5A

࣭ྔ 200H

๏ੇܗ֎ 137ʷ 100ʷ 38�5NN�ʢλテ̫ Ϥί̫ ϑΧαʣ

৭؍֎ നʢϚンηル8(:9�7�0�2 プϥενοΫʣ

ใϥンプܯ -E%ʢʣ

届出番号 E040805A E040703A E040903A E040806A E040704A E040904A

組Έ合Θせ
可能ͳ変流器ͷ
型式ঝೝ番号
·ͨ届出番号

؏௨ܗ ׂܗ ֎݉༻ׂܗ ؏௨ܗ ׂܗ ֎݉༻ׂܗ

B-30 100A
B-40 200A
S-20 50A
S-30 100A
S-55 400A
S-68 600A

N-30A�100A
N-45A�200A
N-65A�400A

M-36 150A B-30 100A
B-40 200A
S-20 50A
S-30 100A
S-55 400A
S-68 600A

N-30A�100A
N-45A�200A
N-65A�400A

M-36 150A

Z040201A
Z040207A
Z040203A
Z040204A
Z040205A
Z040206A

Z040901A
Z040902A
Z040903A

Z041001A Z040201A
Z040207A
Z040203A
Z040204A
Z040205A
Z040206A

Z040901A
Z040902A
Z040903A

Z041001A

͝จ番 EF500 EF5N00 EF5M00 EF5W00 EF5WN00 EF5WM00
ೲ۠ظ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕

ඪ४Ձ ʢ֨ԁʣ 10,200 10,200 10,200 20,300 20,300 20,300

��

��

���
���
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漏電火災警報器 受信機�֤෦の໊শと機能ɾ外形ੇ๏ਤɾࢠ配ྻਤ

ᶃ
ᶉ

ᶋ
ᶊ ᶆ

ᶅ

ᶇ
ᶈ

ᶌ
ᶍ ᶎ

ᶄ ʢਤ�ճ࿏型Ͱ͢ʣ

֤෦の໊শと機能（受信機） ࢠ配 （ྻ受信機）

外形ੇ๏（受信機）

˔�回路型（&'��、&'��/、&'��.）
˔2回路型（&'��8、&'��8/、&'��8.）

動作仕様

�ʵ.�औ用タοϓ

�ʵऔ （݀.�用）

2ʵ��ʷ2��配線

2ʵ��ʷ2��配線

��� ��

�

3�

32
��

32��

�2

��
�

2�
�

��
�

��
��

औけ݀Ճࢀ考ਤ

˔�回路型（&'��、&'��/、&'��.）
外෦接
ແ電圧接
（"C2��7����"）

外෦接
ແ電圧接
（"C2��7����"）

"C���7
まͨは
"C2��7

"C���7
まͨは
"C2��7

外けϒβー 外けϒβー

1� 1� ۭき ۭき Z� Z� Z� Z� Z� Z�B D 1� 1� B D

変流器 変流器2変流器�

˔2回路型（&'��8、&'��8/、&'��8.）

外
部
電
源

外
部
電
源

型　式 EF-5���EF-5N���EF-5M� EF-5W���EF-5WN���EF-5WM�
警戒電路数 1回路 2回路
෮ؼ方法 ख動෮ࣗ���ؼ動෮ؼ（切替） ࣗ動෮ؼ（漏電表示౮の෮ؼはख動）

警報֤部 漏電表示౮
（） ϒβー 外部接 漏電表示౮

（） ϒβー 外部接

通常（෮ؼ時） 消౮ ແԻ 0FF 消౮ ແԻ 0FF

漏電発生時 l౮z l໐動z l0Nz l౮z l໐動z l0Nz

漏電ղ消後

ख動෮ؼに設定の場合

l౮ܧ続z ແԻ 0FF
l౮ܧ続z l໐動ܧ続z l0Nܧ続z

ࣗ動෮ؼに設定の場合
消౮ ແԻ 0FF

/P ໊শ 機能

ᶃ දࣔ౮ʢʣݯి ౮͠·͢ɻʹ࣌ҹՃݯి

ᶄ ࿙ిදࣔ౮ʢʣ ࿙ిݕ出࣌ͱݧࢼϘλンԡԼ࣌ʹɺ౮͠·͢ɻ

ᶅ ެশ࡞ಈి流ઃఆ
ͭ·Έ ެশ࡞ಈి流Λઃఆ͠·͢ɻ

ᶆ Ϙλンݧࢼ ࿙ిදࣔ౮ɺϒβーɺ֎෦ͷಈ͕֬࡞ೝͰ͖ɺ変流器͕ਖ਼͠
͘ଓ͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͕֬ೝͰ͖·͢ɻ

ᶇ ෮ํؼ式ସ͑෦
ʢ�ճ࿏型ͷ合ͷΈʣ બͷ式ํؼ෮ɿଆࠨ

खಈ��࿙ిղফޙɺ෮ؼϘλンΛԡ͢͜ͱͰ࿙ిಈ͔࡞Β
ɹɹɹ෮͠ؼ·͢ɻ
ࣗಈ��࿙ిղফޙɺࣗಈͰ࿙ిಈ͔࡞Β෮͠ؼ·͢ɻ

ᶈ ϒβー ࿙ిݕ出࣌ͱݧࢼϘλンԡԼ࣌ʹɺ໐ಈ͠·͢ɻ

ᶉ ϒβーఀࢭϘλン ϒβーͱ֎෦Λ0''͠ ·͢ɻ

ᶊ ෮ؼϘλン ࿙ిಈ͔࡞Β෮͠ؼ·͢ɻ
࿙ిදࣔ౮ɺϒβーɺ֎෦Λ0''͠·͢ɻ

ᶋ ώϡーζ ώϡーζʢ�"����7ʣͰ͢ɻ

ᶌ ʢ1�ɾ1�ʣࢠݯి ຊͷిݯɺ"$���7·ͨ"$���7ʢ�����)[ʣͰ͢ɻ
ʢ���7ҹՃ࣌ిڅڙݯΛࢭΊͯɺඵؒిݯදࣔ౮ͷ౮͕ܧଓ͠·͢ɻʣ

ᶍ ʣDɾBʢࢠ෦֎ ࿙ిݕ出࣌ͱݧࢼϘλンԡԼ࣌ʹɺ0/͠·͢ɻ
ఆ֨ɿ"$���7����"

ᶎ ʣ�;ɾ�;ʢࢠଓ器流変 変流器Λଓ͠·͢ɻ
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漏電火災警報器 受信機�֤෦の໊শと機能ɾ外形ੇ๏ਤɾࢠ配ྻਤ

ᶃ
ᶉ

ᶋ
ᶊ ᶆ

ᶅ

ᶇ
ᶈ

ᶌ
ᶍ ᶎ
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ᶌ ʢ1�ɾ1�ʣࢠݯి ຊͷిݯɺ"$���7·ͨ"$���7ʢ�����)[ʣͰ͢ɻ
ʢ���7ҹՃ࣌ిڅڙݯΛࢭΊͯɺඵؒిݯදࣔ౮ͷ౮͕ܧଓ͠·͢ɻʣ

ᶍ ʣDɾBʢࢠ෦֎ ࿙ిݕ出࣌ͱݧࢼϘλンԡԼ࣌ʹɺ0/͠·͢ɻ
ఆ֨ɿ"$���7����"

ᶎ ʣ�;ɾ�;ʢࢠଓ器流変 変流器Λଓ͠·͢ɻ
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漏電火災警報器のݕఆ੍と有効期ؒ
漏電火災警報器は、消防法によりߏ、電気త性能などが規定され
ており、ݸʑの製品が正しく規格に合格したものであることをอূ
するため、平成26年3月までࠃにより検定が行なわれていまし
た。この検定に合格してൢച等が行なわれています。合格したもの
は、検定に合格したϥϕル等の表示が付いています。下記に検定合
格ূථ等を示します。
平成26年4月以降は検定制はなくなりましたが、ࣗݾೝূ制
によりࣗओ表示対機ց器具として新しい表示が࢝まりました。

漏電火災警報器の規格は、下記規格があり、それͧれに有効期限が
定められています。
ᶃত和37年4月13日規格（Aϥϕル・จࠇࣈ৭）
　使用期限：ত和52年3月1日ى算ˠত和57年2月日まで（期間5年間）。
　　　　　 型式ࣦ効しています。
ᶄত和44年4月24日規格（Bϥϕル・จࣈ੨৭）
　使用期限：ত和52年3月1日ى算ˠ平成2年2月日まで（期間13年間）。
　　　　　 型式ࣦ効しています。（電気火災警報器と表示があります）
ᶅত和51年6月7日規格（C、Dϥϕル・จࠇࣈ৭（ত和54年4月1日以降））
　　　　　 。有効ですࡏݱ
ᶆ平成26年4月1日規格（Fϥϕル）　ࡏݱ有効です。

（注）当社の有効なものとࣦ効したものをそれͧれ、9ページおよび10ページ
の一ཡ表に示しています。

漏電火災警報器のઃஔについて
ᶃ受信機
・屋内の検が容қなҐ置に設置してください。（定期検のٛ
があるため）屋外に取付ける場合は防ਫ用έースにೲめてくだ
さい。
・制ޚ電源は専用回路として、定格15Aのώϡーズ付։ด器または
定格20A以下の配線用ःஅ器をͭけてください。専用回路は、電
流制限器（電流制限器のない時はओ։ด器）の一次側からとってく
ださい。専用回路には漏電火災警報器のものであるࢫ、৭表示
してください。
（ࣗ動火災報知設උ等とڞ用になっても問題ありません）
・使用電線は11ページの表「漏電火災警報器の設置に使用する電
線」にैってください。
・下記の場ॴには設置しないでください。
（Ξ）可೩性ৠ気・可೩性Ψスまたは可೩性ඍคがཹするおそ

れのある場ॴ
（イ）火ༀ類を製し、ஷଂし、または取りѻう場ॴ
（）৯性のৠ気、Ψス等が発生するおそれのある場ॴ
（Τ）࣪の高い場ॴ
（Φ）Թ変Խのܹしい場ॴ
（Χ）ৼ動がܹしく機ցత損ইを受けるおそれのある場ॴ
（Ω）大電流回路・高周波発生回路等により影響を受けるおそれ

のある場ॴ

ᶄ変流器
・屋外のҾ込ޱで電力量計の一次側、またはB種接地線で検が
容қな場ॴに取りͭけてください。屋外のҾ込ޱに設置するこ
とが困難な場合は、Ҿ込ޱにۙ接した屋内の電路に設置してく
ださい。
・電路に設置する場合、電路の最大負荷電流以上の変流器をͭけて
ください。
・変流器の2次側配線が、大電流が流れる電線にԊって設置する場
合、電線相互間を15Dm以上ִ離するか、シールド電線を使用
してください。
・変流器を受信機に接続していない場合（׆線の時）2次側端子は
བྷしておいてください。

ᶅԻڹஔ
・防災ηンターなど、常時ਓがいる場ॴに設けてください。
・外付ϒβーは消防法に適合したものを使用してください。

ᶃ警戒電路の電源をःஅするか、ײ切替のあるものはײを切替
えて、警報がࢭまれ電路に異常があります。

ᶄ分ذ回路の։ด器をॱに切って、警報がࢭまった回路に異常があ
ります。

ᶅ専ձ社にґཔして、異常回路をमཧしてください。
ɹ・異常回路を切った時、漏電火災警報器のࣗ動෮ؼのものはその
　ままでよいですが、ख動෮ؼのものはリηットボタンを押し
　てリηットしてください。

A、B、Cϥϕル

ܘ��NN

Dϥϕル（受信機用）

ܘ��NN

Dϥϕル（変流器用）

Fϥϕル（表示）

ܘ��NN

ܘ��NN

Eϥϕル

��NN

ܘ��NN

ϥϕル　ত和37年4月規格のものʜʜʜʜʜʜจࠇࣈ৭

ϥϕル　ত和44年4月վ正後の規格のものʜʜจࣈ੨৭

ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので

　　　　ত和54年3月31日までのものはʜʜจࣈ੨৭

ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので

　　　　ত和54年4月1日以後のものはʜʜʜจࠇࣈ৭（受信機用）

　　　　ত和54年4月1日以後のものはʜʜʜจࠇࣈ৭（変流器用）

　　 （注）Aの表示ٴび04001、02001の数ࣈは例示である。

ϥϕル　平成7年4月1日վ正後のものʜʜʜʜจࠇࣈ৭

ϥϕル　平成26年4月1日以後のものʜʜʜʜจࠇࣈ৭

A

B

C

D

　　　

E

F

漏電火災警報器の作動時のॲ置

෩ଏӦۀ等の規制ٴびۀの適正Խ等に関する法律（ত和��年法律第���号）第�条第�
項に規定する性෩ଏ関࿈特घӦۀをӦΉళฮ（χฒびに（�）項イ、（�）項、（�）項イٴび
（�）項イに͛ܝる防火対の用్にڙされているものをআく。）そのଞこれに類するも
のとして総省令で定めるもの

ΧϥΦέボッΫスそのଞ༡ڵのための設උຢは品をݸ （ࣨこれに類する施設をؚΉ。）に
おいて٬にར用させるをఏڙするۀをӦΉళฮで総省令で定めるもの

漏電火災警報器ઃஔ対

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��の�）

（��）

イ

ロ

イ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ϋ

χ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

防　火　対　　　（ݐங）（注�）※特定防火対

ܶ場・өը ・ؗԋܳ場・؍ཡ場

公ձಊ・ू ձ場

ΩϟバϨー・ΧフΣ・φイトΫϥϒ・そのଞこれらに類するもの

ロ

χ

༡技場・ダンスϗール

ϋ

合・ྉཧళそのଞこれらに類するもの

ҿ　৯　ళ

ඦ՟ళ・Ϛーέットそのଞ品ൢചۀをӦΉళฮ・ల示場

ཱྀ ・ؗϗテル・॓ ധॴそのଞこれらに類するもの

॓د ・ࣷ下 同ॅڞ॓・

පӃ・ྍॴ・ॿ࢈ॴ

ਓ期入ॴ施設、ཆޢਓϗーϜ、特別ཆޢਓϗーϜ、有ྉਓϗーϜ（ओとして要հޢঢ়ଶにあるऀを入ډさせ
るものに限る。）、հޢਓอ݈施設、ޢٹ施設、ೕࣇӃ、障害ࣇ入ॴ施設、障害ऀ支ԉ施設（ओとして障害のఔがॏい
ऀを入ॴさせるものに限る。）、ਓࢱ法（ত和38年法律第133号）第5条の2第4項एしくは第6項に規定するਓ
期入ॴ事ۀएしくはೝ知対応型ਓڞ同生׆ԉॿ事ۀを行う施設ຢは障害ऀの日常生ٴ׆び社ձ生׆を総合త
に支ԉするための法律（平成17年法律第123号）第5条第8項एしくは第15項に規定する期入ॴएしくはڞ同生׆
ԉॿを行う施設（ओとして障害のఔがॏいऀを入ॴさせるものに限る。ϋにおいて「期入ॴ等施設」という。）

༮ஓԂຢは特別支ԉֶߍ
খֶߍ・中ֶߍ・高等ֶߍ・中等ڭҭֶߍ・高等専ֶߍ・大 ・ֶ専मֶߍ・֤ 種ֶߍそのଞ
これらに類するもの

図ॻ ・ؗത ・ؗඒ術ؗそのଞこれらに類するもの

公ऺཋ場のうͪ気ཋ場・ৠ気ཋ場そのଞこれらに類するもの

イに͛ܝる公ऺཋ場以外の公ऺཋ場

ं両のఀं場ຢはધഫएしくはۭߤ機の発着場（ཱྀ٬の降ຢは合い用にڙするݐஙに限る。）

ਆ社・ࣉӃ・ڭձそのଞこれらに類するもの

場ۀ場・作

өըスタジΦ・テϨϏスタジΦ

　　ݿ

前֤項に該当しない事ۀ場

イに͛ܝる複合用్防火対以外の複合用్防火対

地　下　֗

จԽࡒอޢ法（ত和25年法律第214号）の規定によってॏ要จԽࡒ、ॏ要有ܗຽଏจԽ
定され、ຢは旧ॏ要ඒ術品等のอଘに関する法律ࢦとしてࡒएしくはॏ要なจԽ࢙、ࡒ
（ত和8年法律第43号）の規定によってॏ要ඒ術品としてೝ定されたݐ

複合用్防火対のうͪ、その一部が（1）項から（4）項まで、（5）項イ、（6）項ຢは（9）
項イに͛ܝる防火対の用్にڙされているもの

ਓデイサーϏスηンター、ܰ අਓϗーϜ、ਓࢱηンター、ਓհޢ支ԉηンター、有ྉਓϗーϜ（ओとして要հޢঢ়ଶ
にあるऀを入ډさせるものをআく。）、ߋ正施設、ॿ࢈施設、อҭॴ、ࣇಐཆޢ施設、ࣇಐ発ୡ支ԉηンター、ॹ障害ࣇ期ྍ࣏
施設、ࣇಐཱࣗ支ԉ施設、ࣇಐՈఉ支ԉηンター、ମ障害ऀࢱηンター、障害ऀ支ԉ施設（ओとして障害のఔがॏいऀを
入ॴさせるものをআく。）、地域׆動支ԉηンター、ࢱϗーϜ、ਓࢱ法第5条の2第3項एしくは第5項に規定するਓデイ
サーϏス事ۀएしくはখ規多機能型ډհޢ事ۀを行う施設、ࣇಐࢱ法（ত和22年法律第164号）第6条の2第2項एしく
は第4項に規定するࣇಐ発ୡ支ԉएしくは์՝後等デイサーϏスを行う施設（ࣇಐ発ୡ支ԉηンターをআく。）ຢは障害ऀの日
常生ٴ׆び社ձ生׆を総合తに支ԉするための法律第5条第7項、第8項एしくは第12項から第15項までに規定する生׆հ
ࣗ、期入ॴ、ޢ ԉॿを行う施設（期入ॴ等施設をআく。）׆同生ڞ続支ԉएしくはܧ࿅、ब࿑Ҡ行支ԉ、ब࿑܇ཱ

Ԇ　　໘　ੵ

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

����N�以上

Ԇ໘ੵが���ᶷ以上でか （ͭ�）～（�）まで（�）
イ、（�）または（�）イの特定防火対の用్に
する部分のচ໘ੵの合計が���ᶷ以上のものڙ

���N�以上

全　　部

約電流容量項ܖ

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

˙ফ๏ྩߦࢪ　ୈ22

˙͝ҙ
ᶃ（注1）：間பएしくは下地を準不೩ࡐྉ以外のࡐྉでったమ入りのน、ࠜଠएしくは下地を

準不೩ࡐྉ以外のࡐྉでったమ入りのচຢはఱҪ縁एしくは下地を準不೩ࡐྉ以
外のࡐྉでったమ入りのఱҪを有するݐ。

ᶄ特定防火対とは上表の中※ҹのものをいう。
ᶅ施行令第22条第1項第6号に該当しない（16）項イ対は施行令第9条の適用により用్ຖに
規制する。
（例）1�特定防火対のচ໘ੵが300ᶷະຬで全ମのԆ໘ੵが500ᶷ以上のもの用్ຖに規制

2�特定防火対のচ໘ੵが300ᶷ以上で全ମのԆ໘ੵが500ᶷະຬのもの用్ຖに規制
ᶆ※ҹのものでԆ໘ੵ300ᶷ以上のものは消防機関にಧ出て検ࠪを受けること。
ᶇ※ҹのものでԆ໘ੵ1000ᶷ以上のものはԵ7消防設උ࢜ຢは有ࢿ格ऀにより定期検をする
こと。
ᶈ※ҹ以外でもԆ໘ੵが上記であり、消防、消防ॺがࢦ定するものは注ᶆŋᶇそれͧれのٛ
がある。

˙ͦのଞのઃஔ対
（1）電気設උ技術基準のղऍ第40条4項に該当する機ց器具に電気をڅڙする設උ（ඇ常用照明

置Ŋඇ常用ঢ降機Ŋ誘導౮Ŋమಓ用信号置そのଞŊఀࢭが公ڞの安全֬อに支障を生じるおそ
れのある機ց器具Ň）

（2）ҩྍ用電気機ցによる電気事ނ防ࢭには、作動電流50mA以下の漏電火災警報器を取付ける
ことをް生࿑ಇ省ٴび౦ژ消防ி等によりਪされています。

上の͝ҙࣄ˙
（1）ૢ 作電源は専用回路とし、20A以下の配線用ःஅ器を設置してください。この։ด器にはݟ

やすいとこΖに「漏電火災警報器用」と৭表示してください。
（2）配線は端子銘板にैってください。特に電源の配線100Vと200Vの۠別にご注意くださいŇ

受信機の変流器端子には絶対に電源を接続しないでくださいŇ（受信機破損にͭながりますŇ）
（3）変流器と受信機の接続は電࣓誘導の影響を受けないようにしてください。例え大電流の電

力線との平行配線等は誤警報のもとになりますのでご注意ください。

˙ઃஔ場ॴ
（1）受信機は検容қなとこΖにŊ外付ϒβーは防災ηンター等常時ਓのいる場ॴ（防災警報のき

こえるൣғ）に取り付けてください。
（2）คじんの多い場ॴ、৯性Ψスのある場ॴŊ࣪気の多い場ॴŊਫ等のかかる場ॴŊԹ変Խの大

きい場ॴŊ接日ޫの当たる場ॴŊৼ動の大きい場ॴ等の取り付けはආけてください。
（3）変流器はݪ則としてŊݐஙに電気をڅڙする屋外の電路、ຢは変圧器のB種（第2種）接地

線取り付けてくださいŇ屋外に取り付ける場合は屋外用変流器をご使用ください。

˙ઃஔྃ時にඞཁなಧ出
消防法施行令第35条に示す防火対（特定防火対で300ᶷ以上のものなど）にͭいて
は、消防用設උ等の設置にる事がྃした場合、関ऀは4日以内に消防ຢは消防ॺに
ಧけ出て検ࠪを受けることが必要です。（消防法第17条の3の2関）
地域の消防機関で必要図ॻの内容・ఔが異なることが考えられますので、事前にॴの消防
機関に֬ೝされることをおקめします。

��ΞンペΞを
えるもの
（Ԇ໘ੵに
かかわらない）

��ΞンペΞを
えるもの
（Ԇ໘ੵに
かかわらない）

��NN

/4Ϛークについて
当社は、ࣗ ձにڠೝূ制にあたり、日ຊ消防検定ݾ
型式適合ධՁをґཔし、規格適合品に「NSϚーΫ」を
ష付表示しています。



5 6

漏電火災警報器のݕఆ੍と有効期ؒ
漏電火災警報器は、消防法によりߏ、電気త性能などが規定され
ており、ݸʑの製品が正しく規格に合格したものであることをอূ
するため、平成26年3月までࠃにより検定が行なわれていまし
た。この検定に合格してൢച等が行なわれています。合格したもの
は、検定に合格したϥϕル等の表示が付いています。下記に検定合
格ূථ等を示します。
平成26年4月以降は検定制はなくなりましたが、ࣗݾೝূ制
によりࣗओ表示対機ց器具として新しい表示が࢝まりました。

漏電火災警報器の規格は、下記規格があり、それͧれに有効期限が
定められています。
ᶃত和37年4月13日規格（Aϥϕル・จࠇࣈ৭）
　使用期限：ত和52年3月1日ى算ˠত和57年2月日まで（期間5年間）。
　　　　　 型式ࣦ効しています。
ᶄত和44年4月24日規格（Bϥϕル・จࣈ੨৭）
　使用期限：ত和52年3月1日ى算ˠ平成2年2月日まで（期間13年間）。
　　　　　 型式ࣦ効しています。（電気火災警報器と表示があります）
ᶅত和51年6月7日規格（C、Dϥϕル・จࠇࣈ৭（ত和54年4月1日以降））
　　　　　 。有効ですࡏݱ
ᶆ平成26年4月1日規格（Fϥϕル）　ࡏݱ有効です。

（注）当社の有効なものとࣦ効したものをそれͧれ、9ページおよび10ページ
の一ཡ表に示しています。

漏電火災警報器のઃஔについて
ᶃ受信機
・屋内の検が容қなҐ置に設置してください。（定期検のٛ
があるため）屋外に取付ける場合は防ਫ用έースにೲめてくだ
さい。
・制ޚ電源は専用回路として、定格15Aのώϡーズ付։ด器または
定格20A以下の配線用ःஅ器をͭけてください。専用回路は、電
流制限器（電流制限器のない時はओ։ด器）の一次側からとってく
ださい。専用回路には漏電火災警報器のものであるࢫ、৭表示
してください。
（ࣗ動火災報知設උ等とڞ用になっても問題ありません）
・使用電線は11ページの表「漏電火災警報器の設置に使用する電
線」にैってください。
・下記の場ॴには設置しないでください。
（Ξ）可೩性ৠ気・可೩性Ψスまたは可೩性ඍคがཹするおそ

れのある場ॴ
（イ）火ༀ類を製し、ஷଂし、または取りѻう場ॴ
（）৯性のৠ気、Ψス等が発生するおそれのある場ॴ
（Τ）࣪の高い場ॴ
（Φ）Թ変Խのܹしい場ॴ
（Χ）ৼ動がܹしく機ցత損ইを受けるおそれのある場ॴ
（Ω）大電流回路・高周波発生回路等により影響を受けるおそれ

のある場ॴ

ᶄ変流器
・屋外のҾ込ޱで電力量計の一次側、またはB種接地線で検が
容қな場ॴに取りͭけてください。屋外のҾ込ޱに設置するこ
とが困難な場合は、Ҿ込ޱにۙ接した屋内の電路に設置してく
ださい。
・電路に設置する場合、電路の最大負荷電流以上の変流器をͭけて
ください。
・変流器の2次側配線が、大電流が流れる電線にԊって設置する場
合、電線相互間を15Dm以上ִ離するか、シールド電線を使用
してください。
・変流器を受信機に接続していない場合（׆線の時）2次側端子は
བྷしておいてください。

ᶅԻڹஔ
・防災ηンターなど、常時ਓがいる場ॴに設けてください。
・外付ϒβーは消防法に適合したものを使用してください。

ᶃ警戒電路の電源をःஅするか、ײ切替のあるものはײを切替
えて、警報がࢭまれ電路に異常があります。

ᶄ分ذ回路の։ด器をॱに切って、警報がࢭまった回路に異常があ
ります。

ᶅ専ձ社にґཔして、異常回路をमཧしてください。
ɹ・異常回路を切った時、漏電火災警報器のࣗ動෮ؼのものはその
　ままでよいですが、ख動෮ؼのものはリηットボタンを押し
　てリηットしてください。

A、B、Cϥϕル

ܘ��NN

Dϥϕル（受信機用）

ܘ��NN

Dϥϕル（変流器用）

Fϥϕル（表示）

ܘ��NN

ܘ��NN

Eϥϕル

��NN

ܘ��NN

ϥϕル　ত和37年4月規格のものʜʜʜʜʜʜจࠇࣈ৭

ϥϕル　ত和44年4月վ正後の規格のものʜʜจࣈ੨৭

ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので

　　　　ত和54年3月31日までのものはʜʜจࣈ੨৭

ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので

　　　　ত和54年4月1日以後のものはʜʜʜจࠇࣈ৭（受信機用）

　　　　ত和54年4月1日以後のものはʜʜʜจࠇࣈ৭（変流器用）

　　 （注）Aの表示ٴび04001、02001の数ࣈは例示である。

ϥϕル　平成7年4月1日վ正後のものʜʜʜʜจࠇࣈ৭

ϥϕル　平成26年4月1日以後のものʜʜʜʜจࠇࣈ৭

A

B

C

D

　　　

E

F

漏電火災警報器の作動時のॲ置

෩ଏӦۀ等の規制ٴびۀの適正Խ等に関する法律（ত和��年法律第���号）第�条第�
項に規定する性෩ଏ関࿈特घӦۀをӦΉళฮ（χฒびに（�）項イ、（�）項、（�）項イٴび
（�）項イに͛ܝる防火対の用్にڙされているものをআく。）そのଞこれに類するも
のとして総省令で定めるもの

ΧϥΦέボッΫスそのଞ༡ڵのための設උຢは品をݸ （ࣨこれに類する施設をؚΉ。）に
おいて٬にར用させるをఏڙするۀをӦΉళฮで総省令で定めるもの

漏電火災警報器ઃஔ対

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（�）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��）

（��の�）

（��）

イ

ロ

イ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ϋ

χ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

防　火　対　　　（ݐங）（注�）※特定防火対

ܶ場・өը ・ؗԋܳ場・؍ཡ場

公ձಊ・ू ձ場

ΩϟバϨー・ΧフΣ・φイトΫϥϒ・そのଞこれらに類するもの

ロ

χ

༡技場・ダンスϗール

ϋ

合・ྉཧళそのଞこれらに類するもの

ҿ　৯　ళ

ඦ՟ళ・Ϛーέットそのଞ品ൢചۀをӦΉళฮ・ల示場

ཱྀ ・ؗϗテル・॓ ധॴそのଞこれらに類するもの

॓د ・ࣷ下 同ॅڞ॓・

පӃ・ྍॴ・ॿ࢈ॴ

ਓ期入ॴ施設、ཆޢਓϗーϜ、特別ཆޢਓϗーϜ、有ྉਓϗーϜ（ओとして要հޢঢ়ଶにあるऀを入ډさせ
るものに限る。）、հޢਓอ݈施設、ޢٹ施設、ೕࣇӃ、障害ࣇ入ॴ施設、障害ऀ支ԉ施設（ओとして障害のఔがॏい
ऀを入ॴさせるものに限る。）、ਓࢱ法（ত和38年法律第133号）第5条の2第4項एしくは第6項に規定するਓ
期入ॴ事ۀएしくはೝ知対応型ਓڞ同生׆ԉॿ事ۀを行う施設ຢは障害ऀの日常生ٴ׆び社ձ生׆を総合త
に支ԉするための法律（平成17年法律第123号）第5条第8項एしくは第15項に規定する期入ॴएしくはڞ同生׆
ԉॿを行う施設（ओとして障害のఔがॏいऀを入ॴさせるものに限る。ϋにおいて「期入ॴ等施設」という。）

༮ஓԂຢは特別支ԉֶߍ
খֶߍ・中ֶߍ・高等ֶߍ・中等ڭҭֶߍ・高等専ֶߍ・大 ・ֶ専मֶߍ・֤ 種ֶߍそのଞ
これらに類するもの

図ॻ ・ؗത ・ؗඒ術ؗそのଞこれらに類するもの

公ऺཋ場のうͪ気ཋ場・ৠ気ཋ場そのଞこれらに類するもの

イに͛ܝる公ऺཋ場以外の公ऺཋ場

ं両のఀं場ຢはધഫएしくはۭߤ機の発着場（ཱྀ٬の降ຢは合い用にڙするݐஙに限る。）

ਆ社・ࣉӃ・ڭձそのଞこれらに類するもの

場ۀ場・作

өըスタジΦ・テϨϏスタジΦ

　　ݿ

前֤項に該当しない事ۀ場

イに͛ܝる複合用్防火対以外の複合用్防火対

地　下　֗

จԽࡒอޢ法（ত和25年法律第214号）の規定によってॏ要จԽࡒ、ॏ要有ܗຽଏจԽ
定され、ຢは旧ॏ要ඒ術品等のอଘに関する法律ࢦとしてࡒएしくはॏ要なจԽ࢙、ࡒ
（ত和8年法律第43号）の規定によってॏ要ඒ術品としてೝ定されたݐ

複合用్防火対のうͪ、その一部が（1）項から（4）項まで、（5）項イ、（6）項ຢは（9）
項イに͛ܝる防火対の用్にڙされているもの

ਓデイサーϏスηンター、ܰ අਓϗーϜ、ਓࢱηンター、ਓհޢ支ԉηンター、有ྉਓϗーϜ（ओとして要հޢঢ়ଶ
にあるऀを入ډさせるものをআく。）、ߋ正施設、ॿ࢈施設、อҭॴ、ࣇಐཆޢ施設、ࣇಐ発ୡ支ԉηンター、ॹ障害ࣇ期ྍ࣏
施設、ࣇಐཱࣗ支ԉ施設、ࣇಐՈఉ支ԉηンター、ମ障害ऀࢱηンター、障害ऀ支ԉ施設（ओとして障害のఔがॏいऀを
入ॴさせるものをআく。）、地域׆動支ԉηンター、ࢱϗーϜ、ਓࢱ法第5条の2第3項एしくは第5項に規定するਓデイ
サーϏス事ۀएしくはখ規多機能型ډհޢ事ۀを行う施設、ࣇಐࢱ法（ত和22年法律第164号）第6条の2第2項एしく
は第4項に規定するࣇಐ発ୡ支ԉएしくは์՝後等デイサーϏスを行う施設（ࣇಐ発ୡ支ԉηンターをআく。）ຢは障害ऀの日
常生ٴ׆び社ձ生׆を総合తに支ԉするための法律第5条第7項、第8項एしくは第12項から第15項までに規定する生׆հ
ࣗ、期入ॴ、ޢ ԉॿを行う施設（期入ॴ等施設をআく。）׆同生ڞ続支ԉएしくはܧ࿅、ब࿑Ҡ行支ԉ、ब࿑܇ཱ

Ԇ　　໘　ੵ

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

���N�以上

����N�以上

Ԇ໘ੵが���ᶷ以上でか （ͭ�）～（�）まで（�）
イ、（�）または（�）イの特定防火対の用్に
する部分のচ໘ੵの合計が���ᶷ以上のものڙ

���N�以上

全　　部

約電流容量項ܖ

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

˙ফ๏ྩߦࢪ　ୈ22

˙͝ҙ
ᶃ（注1）：間பएしくは下地を準不೩ࡐྉ以外のࡐྉでったమ入りのน、ࠜଠएしくは下地を

準不೩ࡐྉ以外のࡐྉでったమ入りのচຢはఱҪ縁एしくは下地を準不೩ࡐྉ以
外のࡐྉでったమ入りのఱҪを有するݐ。

ᶄ特定防火対とは上表の中※ҹのものをいう。
ᶅ施行令第22条第1項第6号に該当しない（16）項イ対は施行令第9条の適用により用్ຖに
規制する。
（例）1�特定防火対のচ໘ੵが300ᶷະຬで全ମのԆ໘ੵが500ᶷ以上のもの用్ຖに規制

2�特定防火対のচ໘ੵが300ᶷ以上で全ମのԆ໘ੵが500ᶷະຬのもの用్ຖに規制
ᶆ※ҹのものでԆ໘ੵ300ᶷ以上のものは消防機関にಧ出て検ࠪを受けること。
ᶇ※ҹのものでԆ໘ੵ1000ᶷ以上のものはԵ7消防設උ࢜ຢは有ࢿ格ऀにより定期検をする
こと。
ᶈ※ҹ以外でもԆ໘ੵが上記であり、消防、消防ॺがࢦ定するものは注ᶆŋᶇそれͧれのٛ
がある。

˙ͦのଞのઃஔ対
（1）電気設උ技術基準のղऍ第40条4項に該当する機ց器具に電気をڅڙする設උ（ඇ常用照明

置Ŋඇ常用ঢ降機Ŋ誘導౮Ŋమಓ用信号置そのଞŊఀࢭが公ڞの安全֬อに支障を生じるおそ
れのある機ց器具Ň）

（2）ҩྍ用電気機ցによる電気事ނ防ࢭには、作動電流50mA以下の漏電火災警報器を取付ける
ことをް生࿑ಇ省ٴび౦ژ消防ி等によりਪされています。

上の͝ҙࣄ˙
（1）ૢ 作電源は専用回路とし、20A以下の配線用ःஅ器を設置してください。この։ด器にはݟ

やすいとこΖに「漏電火災警報器用」と৭表示してください。
（2）配線は端子銘板にैってください。特に電源の配線100Vと200Vの۠別にご注意くださいŇ

受信機の変流器端子には絶対に電源を接続しないでくださいŇ（受信機破損にͭながりますŇ）
（3）変流器と受信機の接続は電࣓誘導の影響を受けないようにしてください。例え大電流の電

力線との平行配線等は誤警報のもとになりますのでご注意ください。

˙ઃஔ場ॴ
（1）受信機は検容қなとこΖにŊ外付ϒβーは防災ηンター等常時ਓのいる場ॴ（防災警報のき

こえるൣғ）に取り付けてください。
（2）คじんの多い場ॴ、৯性Ψスのある場ॴŊ࣪気の多い場ॴŊਫ等のかかる場ॴŊԹ変Խの大

きい場ॴŊ接日ޫの当たる場ॴŊৼ動の大きい場ॴ等の取り付けはආけてください。
（3）変流器はݪ則としてŊݐஙに電気をڅڙする屋外の電路、ຢは変圧器のB種（第2種）接地

線取り付けてくださいŇ屋外に取り付ける場合は屋外用変流器をご使用ください。

˙ઃஔྃ時にඞཁなಧ出
消防法施行令第35条に示す防火対（特定防火対で300ᶷ以上のものなど）にͭいて
は、消防用設උ等の設置にる事がྃした場合、関ऀは4日以内に消防ຢは消防ॺに
ಧけ出て検ࠪを受けることが必要です。（消防法第17条の3の2関）
地域の消防機関で必要図ॻの内容・ఔが異なることが考えられますので、事前にॴの消防
機関に֬ೝされることをおקめします。

��ΞンペΞを
えるもの
（Ԇ໘ੵに
かかわらない）

��ΞンペΞを
えるもの
（Ԇ໘ੵに
かかわらない）

��NN

/4Ϛークについて
当社は、ࣗ ձにڠೝূ制にあたり、日ຊ消防検定ݾ
型式適合ධՁをґཔし、規格適合品に「NSϚーΫ」を
ష付表示しています。
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誤設置について
漏電火災警報器は、変流器の設置が適切でないと正しい作動をしない場合があります。以下に誤設置とその対策の例を掲げました。

誤設置と対策の例

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

誤まった設置例 正しい設置例
中性線の負荷電流により誤作動する。 単相2線式は2線、単相3線式、3相3線式は3線とも

貫通する。

中性線の負荷電流により、AB間に電流が分流し、誤作動
する。又、漏電が起こっても作動しない事がある。

下図のように、B線を切って変流器を必ずB種接地線に
設置する。

負荷電流がAおよびB接地線に分流し、漏電がなくても
誤作動する。

変流器より前（電源側）で接地する。

分電盤と中性線とを接続した場合で、□と同様に
誤作動する。

分電盤と中性線との接続を分離し、D種接地線を独立
させる。

正確な漏れ電流値を示さない。 変流器を正しく設置する。

漏電が起こっても作動しない。 フレームアースはA種接地線を別に設置すること。

3

F

S
B種
接地線

負荷

B種
接地線

負荷

F

S
B種
接地線

負荷

A B
S

↑ ↑

F

S
B種
接地線

引込口
接地

負荷

B種
接地線

負荷

A B
S

FF

A B

F

S
B種
接地線

B種
接地線

負荷

A B

↑

↑

×

×
×
×

F

↑

↑

S

分
電
盤

D種接地線

B種
接地線

×
×
×

F

S

分
電
盤

D種接地線

負荷 負荷

負荷

F

S

負荷

負荷

F

S

A種
接地線

B種接地線

F S

負荷

B種
接地線

S

3 4

1 2

1 2

零相変流器取付例
■電路に直接取り付ける場合（一般の低圧のお客様で接地線のない場合）

受信機の制御電源は必ず専用回路から取ってください。専用回路には負荷名称を明記してください。
専用回路は定格15Ａヒューズ付開閉器、または定格20Ａ以下の配線用遮断器を設置してください。（ （

■B種接地線に取り付ける場合

W
H
M

L

S
F

F

引込
接続点

屋外 屋内 屋外 屋内

負荷回路

専用回路

専用回路

引込
接続点

負荷回路
W
H
M

L

S

負荷回路

高圧 低圧

変圧器 専用電源

F S

B種接地線

低圧高圧 負荷回路

専用回路F S

B種接地線

低圧
高圧 負荷回路

専用回路F
S

B種接地線

負荷回路

負荷回路

高圧 低圧

低圧高圧

専用回路

F

B種接地線

F

SS

変流器を屋外に取り付けた場合

変流器を屋内に取り付けた場合

単相変圧器回路の接地線に取り付けた場合 三相変圧器回路の接地線に取り付けた場合

単相3線式変圧器の接地線に取り付けた場合

三相変圧器と単相変圧器の各バンクごとの接地線に取り付けた場合

変流器（Bｰ30、Bｰ40、Mｰ36）は屋外兼用ですからそのまま取付けできます
が、屋内用（Sｰ20、Sｰ30、Sｰ55、Sｰ68、Nｰ30A、Nｰ45A、Nｰ65A）は防水
ケース等に入れてください。屋外兼用を屋内に取り付ける事は問題ありません。

（ （トランスのＢ種接地に変流器を設置する場合、Ｂ種接地を5Ωとして、対地
電圧を割った値以上の容量の変流器を選んでください。
例：対地電圧200Vの時 ＝40A　40A以上の変流器を選択する。200V

5
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誤設置について
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零相変流器取付例
■電路に直接取り付ける場合（一般の低圧のお客様で接地線のない場合）

受信機の制御電源は必ず専用回路から取ってください。専用回路には負荷名称を明記してください。
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引込
接続点

負荷回路
W
H
M

L

S

負荷回路

高圧 低圧

変圧器 専用電源

F S

B種接地線

低圧高圧 負荷回路

専用回路F S

B種接地線

低圧
高圧 負荷回路

専用回路F
S

B種接地線

負荷回路

負荷回路

高圧 低圧

低圧高圧

専用回路

F

B種接地線

F

SS

変流器を屋外に取り付けた場合

変流器を屋内に取り付けた場合

単相変圧器回路の接地線に取り付けた場合 三相変圧器回路の接地線に取り付けた場合

単相3線式変圧器の接地線に取り付けた場合

三相変圧器と単相変圧器の各バンクごとの接地線に取り付けた場合

変流器（Bｰ30、Bｰ40、Mｰ36）は屋外兼用ですからそのまま取付けできます
が、屋内用（Sｰ20、Sｰ30、Sｰ55、Sｰ68、Nｰ30A、Nｰ45A、Nｰ65A）は防水
ケース等に入れてください。屋外兼用を屋内に取り付ける事は問題ありません。

（ （トランスのＢ種接地に変流器を設置する場合、Ｂ種接地を5Ωとして、対地
電圧を割った値以上の容量の変流器を選んでください。
例：対地電圧200Vの時 ＝40A　40A以上の変流器を選択する。200V

5
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型ࣜঝೝ൪߸（ত和51年規格品）およびಧ出൪߸一ཡද
˔同一άルーϓ内の受信機ٴび、変流器は互換性がありますので組み合わせ可能です。

ࣦ効型ࣜ一ཡද
型ࣜঝೝ൪߸ 種ผ 仕様など 型ࣜঝೝ年݄ 型ࣦࣜ効年݄ ఆ合格ূςンύール型ࣜݕ

屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用（変流器屋外用）
屋内用（変流器屋外用）
屋内用
屋内用

第�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
電�第�～�号
電�第�～�号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第��～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～��号
電�第��～�～��号

電�第��～��号

電�第��～��号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～�号

電�第��～�号

電�第��～�号

電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ��"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7����7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（交流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路　���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ��N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

ত和��年��月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日

ত和��年�月��日

ত和��年�月�日

ত和��年�月�日

ত和��年�月�日

ত和��年�月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月�日

ত和��年��月�日

ত和��年�月��日

ত和��年�月�日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F

ڃ�

&F��

&F��

&F��

&F��（F）

&F��

&F��（F）

&F��（F）

&F��

&F��

&F��（F）

&F��（F）

&F��（F）

&F�$

&F�$

&F�$

࿐出

࿐出

ຒ込

࿐出

࿐出

ຒ込

ຒ込

࿐出

࿐出

ຒ込

ຒ込

ຒ込

࿐出

࿐出

࿐出

ত和37年4月規格のもの
ʜʜ จࠇࣈ৭

ত和37年4月の規格の
ものは、ত和57年3月
以降は使用できません。

ত和44年4月վ正後の
規格のもの
ʜʜ จࣈ੨৭

ত和44年4月の規格の
ものは、平成2年3月
以降は使用できません。

߸のಧ出൪ߦݱ

グループ

A

B

C

テンパール型式 届出番号

E040805A
E040806A

EF-5
EF-5W

グループ

A

B

C

テンパール型式 届出番号

Z040901A
Z040902A
Z040903A

N-30A
N-45A
N-65A

Z041001AM-36

組合せ可能
受信機 変流器

※屋外݉用変流器は屋内でも使用可能です。

EF-5M
EF-5WM

E040903A
E040904A

EF-5N
EF-5WN

E040703A
E040704A

ܘ��NN

ܘ��NN

Z040201A
Z040207A
Z040203A
Z040204A
Z040205A
Z040206A

B-30
B-40
S-20
S-30
S-55
S-68

ϥϕル　ত和37年4月規格のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭
ϥϕル　ত和44年4月վ正後の規格のもの
　　　　　ʜʜ จࣈ੨৭
ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので
　　　　ত和54年3月31日までのものは
　　　　　ʜʜ จࣈ੨৭
ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので
　　　　ত和54年4月1日以後のものは
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭（受信機用）
　　　　ত和54年4月1日以後のものは
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭（変流器用）
　　　（注）Aの表示ٴび04001、02001の
　　　　　　数ࣈは例示である。
ϥϕル　平成7年4月1日վ正後のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭
ϥϕル　平成26年4月1日以後のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭

A

B

C

D

E

F

A、B、Cϥϕル

ܘ��NN

Dϥϕル（変流器用）

ܘ��NN

Dϥϕル（受信機用）

ܘ��NN

Eϥϕル

��
ϛ
リ
ϝ
ー
ト
ル

��ϛリϝートル

��ϛリϝートル

Fϥϕル

ܘ��NN

種ผ άルーϓ ςンύール型ࣜ 型ࣜঝೝ൪߸まͨはಧ出൪߸ ఆ格電圧 ެশ作動電流値 作動入力電圧 種ผ 型ࣜঝೝ年݄まͨはద用ɾ変ߋ年݄

受
信
機

"
外݉用؏௨
άルーϓ

B
分割
άルーϓ

C
外݉用分割
άルーϓ

種ผ άルーϓ ςンύール型ࣜ 型ࣜঝೝ൪߸まͨはಧ出൪߸ ఆ格電圧、ఆ格電流 ઃܭ出力電圧 ʗ外 ؏௨ʗ分割 型ࣜঝೝ年݄まͨはద用ɾ変ߋ年݄

変
流
器

"

B

C

&F��ɹ؏௨
&F�$ɹ؏௨�������N"
&F�$ɹ؏௨������N"
&F��
&F��
&F��
&F�,
&F�.%
&F��
&F�B
&F�B/
&F��8
&F��
&F��
&F��8"
&F�,"
&F�,8"
&F��"
&F�,"
&F�,8"
&F�.%"
&F�.%"
&F��"
&F��8"
&F�,8"
&F�,"
&F��"
&F��8"
&F�,"
&F�,8"
&F��
&F��8
&F��/ɹׂ
&F�$/ɹׂ
&F��/
&F��/
&F�,/
&F�B/
&F��8/
&F�B/
&F��8/
&F��/
&F��8/"
&F��/"
&F��8/"
&F��/"
&F��/"
&F��8/"
&F��/
&F��8/
&F��.
&F��.
&F��8"
&F��8."
&F��8."
&F��."
&F��."
&F��8."
&F��.
&F��8.

࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸�
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
&������"
&������"
&������"
&������"
&������"
&������"
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
&������"
&������"
&������"
&������"
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ�ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ड�ୈ��ʙ�ʙ�߸
&������"
&������"
&������"
&������"

�������7ɺ�����)[
���7ɺ�����)[
���7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
���7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[
�������7ɺ�����)[

���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
��ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
��ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
��ɺ���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
��ɺ���ɺ���ɺ���ɺ���N"
��ɺ���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"
���ɺ���N"
���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"
���ɺ���ɺ���ɺ���ɺ����N"

��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
���N7
���N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
���N7
��N7
���N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7
��N7

��ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू
��ճ࿏ܕ߹ू
��ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू
�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू
�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

�ճ࿏ܕ߹ू

ত���݄�
ত���݄�
ত���݄�
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄�
ฏ��݄��
ত���݄�
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ���݄��
ฏ��݄��
ฏ����݄�
ฏ����݄�
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ྩ��݄��
ྩ��݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄�
ত���݄�
ฏ��݄��
ฏ��݄�
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ྩ��݄��
ྩ��݄��
ত����݄��
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ��݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ྩ��݄��
ྩ��݄��

S���
B���
B���
B���
S���
S���
S���
B���
B���
S���
B���
B���
S���
S���
S���
S���
/���
/���
/���
/���"
/���"
/���"
/���"
/���"
/���"
.���
.���

࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸�
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
;������"
;������"
;������"
;������"
;������"
;������"
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
;������"
;������"
;������"
࿙ม�ୈ��ʙ�߸
;������"

���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7��"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7��"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬
���7���"ɺ�����)[��୯ʗ�૬

��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ��N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N7
��N7ʗ���N7
��N7ʗ���N7
��N7ʗ���N"
��N7ʗ���N"


֎˞
֎˞
֎˞



֎˞
֎˞

֎˞
֎˞













֎˞
֎˞

؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
؏௨ܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ
ׂܗ

ত���݄�
ত���݄�
ত���݄�
ত���݄�
ত���݄�
ত���݄�
ত���݄��
ত���݄��
ত���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ত���݄��
ত����݄��
ত����݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄��
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ฏ���݄�
ত����݄��
ฏ���݄�
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型ࣜঝೝ൪߸（ত和51年規格品）およびಧ出൪߸一ཡද
˔ত和51年6月規格品は平成39年3月31日まで有効です。˔同一άルーϓ内の受信機ٴび、変流器は互換性がありますので組み合わせ可能です。

ࣦ効型ࣜ一ཡද
型ࣜঝೝ൪߸ 種ผ 仕様など 型ࣜঝೝ年݄ 型ࣦࣜ効年݄ ఆ合格ূςンύール型ࣜݕ

屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用
屋内用（変流器屋外用）
屋内用（変流器屋外用）
屋内用
屋内用

第�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
第�～�号
電�第�～�号
電�第�～�号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第�～��号
電�第��～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～�号
電�第��～�～��号
電�第��～�～��号

電�第��～��号

電�第��～��号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～��～�号

電�第��～�号

電�第��～�号

電�第��～�号

電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器
電気火災警報器

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

電気火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

漏電火災警報器ڃ�

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ��"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7����7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（交流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型 警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[ɹ୯��相
受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路　���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ�������7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ��N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

屋内型（変流器屋外用）警戒電路ɹ���7ɹ���"ɹ�����)[�
୯��相 受信部電源電圧ɹ���7ɹ公称作動電流値ɹ���N"

ত和��年��月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月��日
ত和��年��月�日
ত和��年�月��日
ত和��年�月��日
ত和��年�月�日
ত和��年�月��日

ত和��年�月��日

ত和��年�月�日

ত和��年�月�日

ত和��年�月�日

ত和��年�月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月�日

ত和��年��月�日

ত和��年�月��日

ত和��年�月�日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年��月��日

ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月
ত和��年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

平成�年�月

&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�F、S
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F
&F�S、S/、F

ڃ�

&F��

&F��

&F��

&F��（F）

&F��

&F��（F）

&F��（F）

&F��

&F��

&F��（F）

&F��（F）

&F��（F）

&F�$

&F�$

&F�$

࿐出

࿐出

ຒ込

࿐出

࿐出

ຒ込

ຒ込

࿐出

࿐出

ຒ込

ຒ込

ຒ込

࿐出

࿐出

࿐出

ত和37年4月規格のもの
ʜʜ จࠇࣈ৭

ত和37年4月の規格の
ものは、ত和57年3月
以降は使用できません。

ত和44年4月վ正後の
規格のもの
ʜʜ จࣈ੨৭

ত和44年4月の規格の
ものは、平成2年3月
以降は使用できません。

߸のಧ出൪ߦݱ

グループ

A

B

C

テンパール型式 届出番号

E040805A
E040806A

EF-5
EF-5W

グループ

A

B

C

テンパール型式 届出番号

Z040901A
Z040902A
Z040903A

N-30A
N-45A
N-65A

Z041001AM-36

組合せ可能
受信機 変流器

※屋外݉用変流器は屋内でも使用可能です。

EF-5M
EF-5WM

E040903A
E040904A

EF-5N
EF-5WN

E040703A
E040704A

ܘ��NN

ܘ��NN

Z040201A
Z040207A
Z040203A
Z040204A
Z040205A
Z040206A

B-30
B-40
S-20
S-30
S-55
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ϥϕル　ত和37年4月規格のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭
ϥϕル　ত和44年4月վ正後の規格のもの
　　　　　ʜʜ จࣈ੨৭
ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので
　　　　ত和54年3月31日までのものは
　　　　　ʜʜ จࣈ੨৭
ϥϕル　ত和51年6月վ正後の規格のもので
　　　　ত和54年4月1日以後のものは
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭（受信機用）
　　　　ত和54年4月1日以後のものは
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭（変流器用）
　　　（注）Aの表示ٴび04001、02001の
　　　　　　数ࣈは例示である。
ϥϕル　平成7年4月1日վ正後のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭
ϥϕル　平成26年4月1日以後のもの
　　　　　ʜʜ จࠇࣈ৭
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漏電火災警報器　Q&A
漏電火災警報器の設置に使用する電線

備考　＊は、屋内形変流器の場合に限る。
　　　＊＊は、径間が10m以下の場合は導体直径2.0mm以上の軟銅線とすることができる。
　　　＊＊＊は、使用電圧60V以下の配線に使用する電線については、本表のB欄に掲げるJCS396A以外の規格に適合する電線で、それぞれC欄に
　　　掲げる導体直径又は導体の断面積を有するものも使用できるものとする。
　　　JCS：日本電線工業会規格

（注）平成5年一部改正により、導体直径0.5mmのものが追加となっているが、端子・接続構造に合わせた導体直径の太めの電線を用いて接続する
　　　必要がある。

A欄 B欄 C欄
操作電源の配線に用いる電線 JISC3307（600V　ビニル絶縁電線（IV））

JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS416（600V　耐燃性ポリエチレン絶縁電線（EM-IE））
JCS417（600V　耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線（EM-IC））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）

導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上

変流器の2次側屋内配線に使用する電線 JISC3306（ビニルコード）
JISC3307（600V　ビニル絶縁電線（IV））
JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS416（600V　耐燃性ポリエチレン絶縁電線（EM-IE））
JCS417（600V　耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線（EM-IC））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）
JCS396A（警報用ポリエチレン絶縁ケーブル）＊

断面積0.75mm2以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径0.5mm以上

変流器の2次側屋側又は屋外配線に
使用する電線

JISC3307（600V　ビニル絶縁電線（IV））
JISC3340（屋外用ビニル絶縁電線（OW））
JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS416（600V　耐燃性ポリエチレン絶縁電線）
JCS417（600V　耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線）
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）
JCS396A（警報用ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）＊

導体直径1.0mm以上
導体直径2.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径0.5mm以上

変流器の2次側架空配線に使用する電線 JISC3307（600V　ビニル絶縁電線（IV））
JISC3340（屋外用ビニル絶縁電線（OW））
JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）
JCS396A（警報用ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル）＊

導体直径2.0mm以上の硬銅線＊＊
導体直径2.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上
導体直径0.5mm以上

地中配線に使用する電線 JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）

導体直径1.0mm以上
導体直径1.0mm以上

JISC3342（600V　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（VV））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）

導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上

音響装置の
配線に使用
する電線

使用電圧が
60Vを超え
るもの

JCS396A（警報用ポリエチレン絶縁ケーブル）＊ 導体直径0.5mm以上使用電圧が60V以下の
もの＊＊＊

架空配線の
もの

前記以外の
もの

地中配線の
もの

JISC3340（屋外用ビニル絶縁電線（OW）） 導体直径2.0mm以上

JISC3307（600V　ビニル絶縁電線（IV））
JCS416（600V　耐燃性ポリエチレン絶縁電線（EM-IE））
JCS417（600V　耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線（EM-IC））
JCS418A（600V　耐燃性ポリエチレンシースケーブル）

導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上
導体直径1.6mm以上

■漏電遮断器・漏電火災警報器用テスターLTｰ1Bによる作動電流値の試験方法
漏電火災警報器の新設時の許容誤差は、公称作動電流値の40％から105％の範囲ですが、定期点検時の許容差は設定値の
＋10%～ー60％（公称作動電流値の40％～110％）です。（平成25年7月25日　消防庁予防課長通知　消防予第297号）。

A

規格上、「使用電圧で8時間連続して鳴動させた場合、構造または機能に異常を生じないものであること。」となっていま
す。その10倍以上の連続鳴動時間があるものを使用しています。

漏電火災警報器のブザーの連続鳴動寿命はどのくらいですか？Q
A

漏電火災警報器用変流器（ZCT）の出力はAC成分ですから、接続に方向性はありません。便宜上付けられた記号です。
また、受信機の「Z0」「Z1」の接続にも方向性はありません。

（参考）単独で販売する漏電火災警報器用変流器（ZCT）については、上記のとおり、K、Lの極性の区別はありませんが、機器内に部品として組み込む
変流器には巻き線方向が要素となる場合があります。このような場合にはK、Lの区別が必要となります。適宜、ご利用ください。

　　　※一部「K」と「L」マークのない漏電火災警報器用変流器（ZCT）もあります。

漏電火災警報器用変流器（ZCT）に「K」と「L」のマークがあるが、接続に方向性がありますか？Q
A

■操作電源用配線用遮断器

B-1EA、BC-1HEA
（2P1E 100V回路用）

B-2EA、BC-2HEA
（2P2E 200V回路用）

※写真はB-1EA ※写真はB-2EA

●500mA以下の公称作動電流値の試験
①接続

リード線（黒）を零相変流器を通して電路に接続します。
②設定

試験モードの切り替えで『感度電流』、動作時間の設定
で『漏火報1.0s』、感度電流の設定で漏電火災警報器
の『公称作動電流値』を設定します。

③試験・試験結果表示
『スタート』ボタンを押下します。
漏電火災警報器から警報音が出力された時点で『ス
タート』ボタンを再度押下すると、試験電流が停止し、そ
の時の試験電流を表示します。メモにデータを追加・表
示します。

●500mAを超える公称作動電流値の試験
①接続
リード線（黒）を零相変流器に２回通して電路に接続します。
②設定
試験モードと動作時間の設定は、前述と同じですが、感
度電流の設定は、公称作動電流値の半分の値を設定し
ます。
③試験・試験結果表示

『スタート』ボタンを押下します。
漏電火災警報器から警報音が出た時点で『スタート』ボ
タンを再度押下して、試験を停止させます。
メモにデータを追加・表示します。この表示値の２倍の値
が作動電流値となります。

黒

赤

Ｌ
Ｎ

零相変流器

漏電火災警報器

黒

赤

Ｌ
Ｎ

零相変流器

漏電火災警報器

Q 漏電火災警報器の試験方法と合否判定を教えてください。

公称作動電流値は、建築物の警戒電路の負荷、電線こう長等を考慮して100mA～400mA B種接地線に設けるものにあっ
ては400mA～800mAを標準として誤報が生じない範囲内に設定します。

漏電火災警報器の作動電流の設定値はどのように決めればよいのですか？Q
A
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漏電火災警報器 Q&A
漏電火災警報器のઃஔに使用する電線

උ考　ˎは、屋内ܗ変流器の場合に限る。
　　　ˎˎ は、ܘ間が10m以下の場合は導ମ2�0ܘmm以上のೈಔ線とすることができる。
　　　ˎˎ ˎは、使用電圧60V以下の配線に使用する電線にͭいては、ຊ表のBཝに͛ܝる+CS396A以外の規格に適合する電線で、それͧれCཝに
。ຢは導ମのஅ໘ੵを有するものも使用できるものとするܘる導ମ͛ܝ　　　
　　　+CS：日ຊ電線ۀձ規格

（注）平成5年一部վ正により、導ମ0�5ܘmmのものが加となっているが、端子・接続ߏに合わせた導ମܘのଠめの電線を用いて接続する
　　　必要がある。

"ཝ Bཝ $ཝ
ૢ作電源の配線に用いる電線 +*S$����（���7ɹϏχル絶縁電線（*7））

+*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���（���7ɹ೩性ϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*&））
+$S���（���7ɹ೩性ՍڮϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*$））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）

導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

変流器の�次側屋内配線に使用する電線 +*S$����（Ϗχルコード）
+*S$����（���7ɹϏχル絶縁電線（*7））
+*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���（���7ɹ೩性ϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*&））
+$S���（���7ɹ೩性ՍڮϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*$））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）
+$S���"（警報用ϙリΤνϨン絶縁έーϒル）ˎ

அ໘ੵ����NN�以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

変流器の�次側屋側ຢは屋外配線に
使用する電線

+*S$����（���7ɹϏχル絶縁電線（*7））
+*S$����（屋外用Ϗχル絶縁電線（08））
+*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���（���7ɹ೩性ϙリΤνϨン絶縁電線）
+$S���（���7ɹ೩性ՍڮϙリΤνϨン絶縁電線）
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）
+$S���"（警報用ϙリΤνϨン絶縁Ϗχルシースέーϒル）ˎ

導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

変流器の�次側Սۭ配線に使用する電線 +*S$����（���7ɹϏχル絶縁電線（*7））
+*S$����（屋外用Ϗχル絶縁電線（08））
+*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）
+$S���"（警報用ϙリΤνϨン絶縁Ϗχルシースέーϒル）ˎ

導ମܘ���NN以上のߗಔ線ˎˎ
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

地中配線に使用する電線 +*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）

導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

+*S$����（���7ɹϏχル絶縁Ϗχルシースέーϒル（77））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）

導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

Ի響置の
配線に使用
する電線

使用電圧が
��7をえ
るもの

+$S���"（警報用ϙリΤνϨン絶縁έーϒル）ˎ 導ମܘ���NN以上使用電圧が��7以下の
ものˎˎ ˎ

Սۭ配線の
もの

前記以外の
もの

地中配線の
もの

+*S$����（屋外用Ϗχル絶縁電線（08）） 導ମܘ���NN以上

+*S$����（���7ɹϏχル絶縁電線（*7））
+$S���（���7ɹ೩性ϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*&））
+$S���（���7ɹ೩性ՍڮϙリΤνϨン絶縁電線（&.�*$））
+$S���"（���7ɹ೩性ϙリΤνϨンシースέーϒル）

導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上
導ମܘ���NN以上

˙漏電ःஅ器・漏電火災警報器用テスター-Tｰ1Bによる作動電流値の試験方法
漏電火災警報器の新設時のڐ容誤差は、公称作動電流値の40ˋから105ˋのൣғですが、定期検時のڐ容差は設定値の
ʴ10�～ー60 （̀公称作動電流値の40ˋ～110ˋ）です。（平成25年7月25日 消防ி予防՝通知 消防予第297号）。

A

規格上、「使用電圧で8時間࿈続して໐動させた場合、ߏまたは機能に異常を生じないものであること。」となっていま
す。その10ഒ以上の࿈続໐動時間があるものを使用しています。

漏電火災警報器のϒβーの࿈続໐動ण໋はどのくらいですか？Q
A

漏電火災警報器用変流器（ZCT）の出力はAC成分ですから、接続に方向性はありません。ศٓ上付けられた記号です。
また、受信機の「Z0」「Z1」の接続にも方向性はありません。
（参考）୯ಠでൢചする漏電火災警報器用変流器（ZCT）にͭいては、上記のとおり、K、-のۃ性の۠別はありませんが、機器内に部品として組み込Ή

変流器にはרき線方向が要ૉとなる場合があります。このような場合にはK、-の۠別が必要となります。適ٓ、ごར用ください。
　　　※一部「K」と「-」ϚーΫのない漏電火災警報器用変流器（ZCT）もあります。

漏電火災警報器用変流器（ZCT）にʮ,ʯとʮ-ʯのϚークがあるが、接続に方向ੑがありますか？Q
A

˙ૢ作電ݯ用配線用ःஅ器

#��&Aɺ#$��)&A
（211E�100V回路用）

#��&Aɺ#$��)&A
（212E�200V回路用）

※写真はB-1EA ※写真はB-2EA

˔���N"以下のެশ作動電流値の試験
ᶃ接続
リード線（ࠇ）をྵ相変流器を通して電路に接続します。

ᶄઃఆ
試験Ϟードの切り替えでh 電流ײ 、ɦ動作時間の設定
でh 漏火報1�0T 、ɦײ電流の設定で漏電火災警報器
のh 公称作動電流値 をɦ設定します。

ᶅ試験ɾ試験݁Ռදࣔ
ʰスタート ボɦタンを押下します。
漏電火災警報器から警報Իが出力された時でh ス
タート ボɦタンを࠶押下すると、試験電流がఀࢭし、そ
の時の試験電流を表示します。ϝϞにデータを加・表
示します。

˔���N"をえるެশ作動電流値の試験
ᶃ接続
リード線（ࠇ）をྵ相変流器に̎ 回通して電路に接続します。
ᶄ設定
試験Ϟードと動作時間の設定は、前ड़と同じですが、ײ
電流の設定は、公称作動電流値の分の値を設定し
ます。
ᶅ試験・試験݁Ռ表示
ʰスタート ボɦタンを押下します。
漏電火災警報器から警報Իが出た時でh スタート ボɦ
タンを࠶押下して、試験をఀࢭさせます。
ϝϞにデータを加・表示します。この表示値の̎ഒの値
が作動電流値となります。

ࠇ



̡
̣

ྵ相変流器

漏電火災警報器

ࠇ



̡
̣

ྵ相変流器

漏電火災警報器

Q 漏電火災警報器の試験方๏と合൱ఆを教えてください。

公称作動電流値は、ݐஙの警戒電路の負荷、電線こう等を考ྀして100mA～400mA� B種接地線に設けるものにあっ
ては400mA～800mAを標準として誤報が生じないൣғ内に設定します。

漏電火災警報器の作動電流のઃఆ値はどのようにܾΊれよいのですか？Q
A
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漏電火災警報器 Q&A

出力電圧は、銘板にも記載しています。

（参考：誘導障害をより少なくする方法）
・変流器の2次側配線にシールド電線を使用してシールド部を接地する方法や、2次側電線相互間を密着させてください。
・大電流回路から、変流器あるいは2次側配線をできるだけ離してください。

消防法施行規則
第24条の3〔漏電火災警報器に関する基準の細目〕

変流器は、警戒電路の定格電流以上の電流値（B種接地線に設ける
ものにあっては、当該接地線に流れることが予想される電流以上
の電流値）を有するものを設けること。

※負荷機器にインバータ器具を多数ご使用の場合は、公称作動電流値の設定に注意してください。
ノイズフィルタが組み込まれている場合は、電路と対地間にノイズ吸収用コンデンサがあり、このコンデンサに流れる商用周波漏洩電流および低次の
高周波漏洩電流は、漏電として検知します。インバータ照明器具の漏洩電流は、1mA以下（注）に規定されておりますが、複数の照明器具が負荷とな
る場合はその総和になります。
注）：電気用品安全法技術基準省令第一項別表第六、第八において1kΩにフィルタを付加し、その両端電圧が1V以下と規定されております。商用周波

漏洩電流に換算しにくいですが、概略1mA以下とみなして差し支えありません。

変流器の出力電圧と抵抗値

※設計出力電圧とは、変流器の2次端子に標準負荷抵抗を接続し、上記電流を通じたときの2次側に発生する電圧を示します。
※標準負荷抵抗は、受信器の入力インピーダンスの設計中心値（平均値）と同じ値です。
※デジタル電圧計などを用いて、変流器2次端子の電圧を測定することにより、その回路の概略もれ電流を知ることができます。

漏電火災警報器の受信機に対応する変流器の出力電圧と抵抗値を教えてください。Q

A インバータ回路の電源側に漏電火災警報器を設置した場合、インバータと負荷機器の対地静電容量を通して図のような高周
波（高次の高周波）漏洩電流が流れます。また、インバータの入力部にあるノイズフィルタのコンデンサを通じて商用周波漏
洩電流が流れます。
これらの漏洩電流が大きいと負荷機器や電路の絶縁が正常であっても漏電火災警報器が誤報することがあります。当社の漏
電火災警報器は、高周波（高次の高調波）漏洩電流に対し動作しないよう対策しています。
（ただしEFｰ○○A以降の商品（1996年（平成8年以降））の受信機）

インバータ負荷に対し、漏電火災警報器の動作はどうなりますか？Q

A

対地電圧をB種接地の抵抗で割った値以上の容量の変流器を取り付けて
ください。

例：B種接地5Ω、電路電圧が200Vのとき、
接地線に流れる最大電流は、200V／5Ω＝40Aとなります。
この場合、50A（S-20）が使用可能です。

キュービクルのトランスのB種接地線に変流器をつける時の変流器の容量を教えてください。Q

A
負荷回路

高圧 低圧

変圧器 専用電源

F S

B種接地線

三相変圧器回路の接地線に取り付けた場合

漏電火災警報器（EF-5シリーズ）の周波数特性図　新旧比較（200mA設定時）
作動電流値（mA）

周波数（Hz）
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この領域の漏洩電流に
対しては、警報する。

新型(漏受第17～**号)
器種により対応ロット表示
に前後があるが、最終06
07E以降は対応している

← 旧型（漏受第７～**号）
およびEF-MDA←

この領域の高周波漏洩電
流に対しては、EF-5、
EF-4A、EF-Kは警報
しない。
EF-MDAはこの領域も
警報する。

この領域の高周波漏洩電
流に対しては、EF-5、
EF-4A、EF-Kは警報
しない。
平成7年製以前のEF-4、
EF-K、EF-Bシリーズは
警報することがある。

インバータ 負荷機器

商用周波漏洩電流

高周波漏洩電流

漏電火災警報器用変流器（ZCT）の2次側配線に使用する電線の仕様は、11ページの表「漏電火災警報器の設置に使用する電
線」を参照してください。
配線可能距離は、一律に規定することは困難です。配線の環境（大電流の影響等）による誘導障害等で配線可能距離が制約さ
れる場合があります。
当社の実験では200m以上になると、電線の抵抗分の影響をうけてテストボタンでの動作が不安定になります。また、配線
の環境による誘導障害等で誤作動することがあります。

漏電火災警報器用変流器（ZCT）の2次側配線に使用する電線の仕様および配線可能距離について教えてください。Q

A

漏電火災警報器は、消防法によりその規格を定められています。これらの規格に適合させるために、警報器の寿命または有
効期限を定めてあり、この期限を過ぎたものは、一切交換することに定めてあります。
漏電火災警報器の規格と有効期限は、6ページを参照してください。
今回の新型は、平成26年4月1日規格です。

漏電火災警報器には有効期限があるのですか？今回の新型は、何年規格ですか？Q

A

変流器が正しく接続されていない事が考えられます。変流器と受信機の配線に異常がある場合は、試験ボタンを押しても
動作しません。

試験ボタンを押しても動作しません。故障以外にどんな原因が考えられますか？Q

A使用できません。
上側と下側の向きを入れ替えて嵌合させようとすると、破損し使用できなくなる恐れがあります。

分割形変流器の上側と下側の向きを入れ替えても、使用できますか？Q

A

問題ありません。相線式を合わせる必要はありません。

2回路型の受信機に変流器を2台接続する場合、一方を電灯回路、もう一方を動力回路として使用してよいですか？Q

A

変流器の種類
貫通 分割

屋外・屋内 屋外 屋内

設計出力電圧 26mV／50mA・52mV／100mA 74mV／100mA 50mV／100mA

標準負荷抵抗 433Ω 1KΩ 530Ω

受信機 EFｰ5、EFｰ5W EFｰ5M、EFｰ5WM EFｰ5N、EFｰ5WM

変流器例 Bｰ30、Bｰ40、Sｰ55など Mｰ36 Nｰ30A、Nｰ45A、Nｰ65A
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